
「
広
報
し
も
だ
」は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

みなさんのお宅のアイドルの写真を募集しております。市役所総務課へどしどしお寄せください。

野球が大好きな龍征と、

お兄ちゃんのことが大好きな志依です。

ふたり仲良く、元気に大きくなってね！

蓮台寺にお住まいの

板垣 翔さん・裕未さんの

伊豆縦貫自動車道を早期完成しよう！！
「伊豆縦貫自動車道ロゴマーク」を利用して、伊豆縦貫自動車道の整備促進と活性化を県内外にPRしま
しょう！！ご利用方法については、以下の市ホームページをご覧ください。
猿下田市ホームページ http://www.city.shimoda.shizuoka.jp/
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長男 龍
りゅう

征くん（3歳2か月）

せい

下
田
の
古
い
家
の
特
徴
と
言
え

ば
「
な
ま
こ
壁
」
と
「
伊
豆
石
」

が
思
い
浮
か
び
ま
す
が
、
そ
れ
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
回
は
伝

統
建
築
の
見
ど
こ
ろ
の
一
つ
、「
屋

根
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

そ
の
一

寄
棟
屋
根
が
基
本

伝
統
的
な
下
田
の
民
家
の
屋
根

形
式
は
、
四
方
に
勾
配
が
あ
る「
寄

棟
屋
根
」
で
、
風
雨
に
強
い
形
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
で
蔵
は「
切

妻
屋
根
」
が
一
般
的
で
し
た
。

ま
す
。
比
較
的
裕
福
な
商
家
な
ど

で
採
用
さ
れ
、
明
治
後
期
ま
で
造

ら
れ
た
よ
う
で
す
。

そ
の
三

低
い
屋
根

幕
末
か
ら
明
治
期
に
建
て
ら
れ

た
二
階
建
て
の
家
は
、
出
来
る
限

り
二
階
部
分
を
低
く
造
り
、
建
物

全
体
の
高
さ
を
抑
え
る
傾
向
が
あ

り
ま
す
。
通
り
か
ら
見
る
と
、
屋

根
が
低
く
、
二
階
は
窓
が
少
な
く

小
さ
い
こ
と
に
気
づ
き
ま
す
。
こ

の
種
の
家
は
、
な
ま
こ
壁
や
漆
喰

仕
上
げ
な
ど
防
火
を
意
識
し
た
も

の
が
多
く
、
海
風
が
強
く
吹
き
、

火
事
も
多
か
っ
た
下
田
の
風
土
を

反
映
し
た
建
築
と
言
え
ま
す
。

そ
の
四

船
大
工
の
建
て
た
家

下
田
に
は
、
か
つ
て
多
く
の
造

船
場
が
あ
り
、
船
大
工
達
が
腕
を

振
る
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、

彼
ら
は
時
に
家
も
造
り
ま
し
た
。

船
大
工
の
技
術
の
真
骨
頂
は
木
造

船
の
建
造
で
培
わ
れ
た
「
木
材
を

自
在
に
曲
げ
る
」
技
術
で
、
彼
ら

が
普
請
に
関
わ
っ
た
と
み
ら
れ
る

家
の
梁
な
ど
は
、
強
く
湾
曲
し
、

見
事
な
曲
線
を
描
い
て
い
ま
す
。

造
船
が
盛
ん
な
港
町
な
ら
で
は
の

技
法
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

伝
統
的
な
技
術
に
よ
っ
て
葺
か

れ
た
屋
根
に
は
、
下
田
の
土
地
柄

と
歴
史
に
根
ざ
し
た
先
人
の
知
恵

と
工
夫
が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。

問
合
せ
先

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係

緯
姥
５
０
５
５

長女 志依ちゃん（1歳）

し より

兜のような屋根（雑忠家）

低い屋根と小さな窓（土佐屋）船大工が関わったとみられる強く
湾曲した梁（邪宗門）

シ
リ
ー
ズ

伝

建

調

査

8

下下下
田
の
屋
根

下
田
の
屋

下
田
の
屋
根根

そ
の
二

兜
の
よ
う
な
屋
根

民
家
の
中
に
は
二
階
の
屋
根
が

ま
る
で
兜
の
よ
う
に
見
え
る
も
の

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
兜
造
り
に
似

た
屋
根
は
下
田
の
特
徴
の
一
つ
で
、

古
い
屋
根
形
式
と
考
え
ら
れ
て
い

寄棟屋根（民家）

切妻屋根（蔵）


